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1. 新造影剤 11Conrαxin "の使用経験
神谷定治，朝倉茂夫，藤田道夫
岩佐正三，山口崇夫
新造影剤 Conraxinは I分子中 3個のヨードを含み低
濃度のものは 20cc中メチーJレグJレカミン塩として 64.8
%，高濃度は Na塩とメチーJレグJレカミン塩の混合液
として 80%を含有している。我々は本造影剤を 1VP 
lこ72例， 逆行性腎孟撮影に 20例， 勝脱撮影に 22例，
勝勝尿道撮影に 23例， 精嚢腺撮影に 3例， 腹部大動脈
撮影 14例の計 154例に試用してみた。これらの造影効
果は非常によく充分診断にたえうるものであった。叉， 
1VPと各腎機能検査法であるシンチグラム レノグラ
ムとを比較してみてもこれらの聞には平行関係がみら
れ，排池程度からも腎機能をうかがい知るに充分である
ことが判明した。副作用は 1VPに l例吐気を認めただ
けで，その他循環系，呼吸系への影響は全くなかった。 
以上のことから本造影剤は充分臨床にたえうるものと判
断した。
2. 購尿痩の 2例
片山喬，中田瑛浩，伊藤弘世
山崎博，竹尾通
吉野普(成田日赤)
症例は 3才の女子と 20才の男子で，いずれも屑より
の尿漏出を主訴として来院した。これに対して痩管切除
術を施行し，これを治癒せしめた。以上の 2例について
若干の文献的考察と統計的考察を加えて報告した。 
3. 尿路結石症に対するアリナミン Fの使用経験
片山喬，外聞孝雄，日景高志
田中英正，山本成元，嶋田孝雄
尿管結石 20例に対しアリナミン Fの大量療法を試み 
4例に自然排出をみた。なお数例尿管結石の下降をみ
た。
一般に，ビタミン B，大量投与は尿管嬬動運動を高め，
これは尿管筋電図学的にも証明されている。今後，尿路
結石症に対しては症例を選び保存的療法として試みるべ 
き一療法と考える。 
4. 尿膜管腺癌の 1例
平岡真，山崎隆治，吉田豊彦
(厚生年金)
患者:62才男子，主訴:無症候性血尿，触診にて腫癖
を触知せず，勝勝鏡にて，勝勝頂部 11時の所に，揖指頭
大，暗赤色，広基J性の周囲に小水癌性浮腫を伴なえる腫
療を認む。
昭和 42. 1.30手術施行，別除標本は 20x17 mm大の
中心に潰療を形成している癌で，勝勝壁を貫いて浸潤し
ていた。病理組織学的にはムチン形成性尿膜管腺癌であ
った。術後経過良好にて昭和 42.4. 16退院す。
以上，最近我々が経験した尿膜管腺癌の 1例を報告す
ると共に，あわせて若干の文献的考察を行なった。
5. 教室における人工腎の使用経験
三橋慎一，瀬川嚢，村上信乃，
真鍋涛，妹尾素淵，森田淳之助
最近経験した， 2症例について，その治療効果を BUN， 
血清電解質値の変化より観察し，同時に現在の人工腎使
用における，諸問題点について述べた。
6. 跨脱腫蕩に対する抗癌剤の局所注入療法
長山忠雄，片海七郎，伊藤晴夫
三瓶善康，森田武人
根治手術の困難な，あるいは手術不能の末期進行癌に
対し化学療法を行なう場合，制癌剤による種々の副作
用，造血機能障害などを最少限度に抑えつつ，大量の制
癌剤を投与可能にするために，制癌剤の腫蕩栄養動脈内
注入法が行なわれている。末期勝勝癌患者に対し，制癌
剤の内腸骨動脈内持続注入法を実施し，臨床的には，腫
癌の消失，縮少，勝勝容量の増大，排尿障害の改善など，
また組織学的にも癌細胞の崩壊，消失など，かなり良好
な結果を得た。
